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本号は、学位規則（昭和 28年 4月 1日文部省令第 9号）第 8条による公表を目的として、 
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病院で就業を継続し、12 年から 19 年の臨床経験を持ち、認定看護師、専門看護師等の資
格を持たず役職にも就いていない看護師 8 名であった。参加者には、協力の得られた病院
の看護管理者を通して協力依頼し、承諾を得た。調査は武蔵野大学看護学部研究倫理委員
会の承認を得て開始し、調査期間は 2015 年 7 月から 2017 年 1 月であった。予備調査とし
て 1 名の参加者に半構成的面接を 2 回実施し、インタビューガイドの修正は不要だが、2
回目の面接の際、相違のない解釈であることを共有するために、第 4 段階の分析結果を参
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加者に紙面で渡す必要性を確認した。本調査の第 1 段階は参加者 1 名のデータ収集と分析
を徹底して行い、その後、第 2 段階で参加者 5 名の調査を進めた。第 3 段階では地域の異









































 結果では、キャリア中期の看護師に共通するキャリアを表す 6 つの Master テーマと 13
の Super-ordinateテーマが明らかとなっている。考察については、再度『自分』について
の考察を修正した結果、13 の Super-ordinate テーマにそって、各々の節目に「気づきが
浮かび上がってくる『自分』」、「ケアの対象者との『あいだ』という領域にある『自分』」、
「すでに未来の臨床の場にある『自分』」、「時間の捻出を意思決定する『自分』」という多
様な『自分』のあり様が描かれ、分かりやすい表現となっていることが確認された。さら
にキャリア中期にある看護師のキャリアの特徴が明確となり、臨床実践への示唆も明示さ
れ、新しい知見に富んだ論文となっていることが確認された。 
よって審査の結果、本論文を合格とする。 
